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アカスジカスミ カメ の休眠が消去された卵の発育零点と有効積算温度
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Hiroya HIGUCHI and Maki FUKUYAMA：

Developm ental zero and effective accum ulative tem perature for the diapause-term inated eggs of 

Stenotus rubrovittatus (Matsum ura)  

　 アカス ジカス ミ カメ の休眠を 消去し た卵の孵化ま での発育零点と 有効積算温度を求めた。 休眠卵は低温処理をし て休

眠を 消去し たのち， 16℃， 19℃， 22℃， 25℃， 28℃， 31℃の各温度条件下に置き ， 孵化ま での日数を調査し た。 28℃と

31℃では， 卵期間が遅延し たため， 発育零点と 有効積算温度の計算から 除外し た。 飼育温度と 発育速度の間には強い正

の相関が認めら れ， 休眠が消去さ れた卵の発育零点は11. 9℃， 有効積算温度は129. 9日度であっ た。
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　 アカスジカスミ カメ Stenotus rubrovittatus (Matsum ura)

（ カメ ム シ目： カス ミ カメ ムシ科） は， イ ネの穂を吸汁

し 斑点米を発生さ せる 斑点米カメ ム シの一種である 。 本

種によ る 斑点米被害は， 1980年代に宮城県（ 高橋ら ，

1985）， 岩 手県（ 田中 ら ， 1988）， 広 島 県（ 林・ 中沢，

1988） など で報告さ れた。 他の地域においても 本種の発

生域の拡大や発生量の増加が認めら れており ， 2003年に

北海道で発生が確認さ れ（ 柿崎， 2004）， 東北地方では

本種が斑点米カ メ ム シ類の主要種の一つと な っ ている

（ 田渕ら ， 2015）。 北陸地域では， 2003年ご ろ から 急激

な分布域の拡大が認めら れ， 最も 警戒を要する 種と なっ

ている （ 渡邊・ 樋口， 2006）。

　 アカス ジカス ミ カメ 成虫は， イ ネが出穂する と 水田に

飛来する （ 林， 1986； 林・ 中沢， 1988）。 斑点米被害を

考慮し た場合， こ の時期の発生状況を把握する こ と は非

常に重要である 。 昆虫の発生時期や発生回数を 推定する

ためには， 有効積算温度の法則が使われ， 一定の温度で

昆虫を飼育し ， 発育零点と 有効積算温度を 算出する 必要

がある 。 アカス ジカス ミ カメ の発育零点と 有効積算温度

については， 卵期間， 幼虫期間， 産卵前期間について報

告がなさ れている （ 林， 1991； 重久， 2004）。 ア カ ス ジ

カ ス ミ カ メ は休眠卵で越冬し （ 林・ 中沢， 1988）， 春に

休眠が消去さ れた卵から 幼虫が孵化する 。 こ の休眠が消

去さ れた卵の発育零点と 有効積算温度については報告は

なさ れていない。 そこ で， 休眠卵を 低温処理し ， 休眠を

消去し た後， 卵の発育零点と 有効積算温度を求めたので，

その結果について報告する 。

　 実験に使用し たアカス ジカス ミ カメ は， 2007年８ 月に

新潟県上越市で成虫を 採集し ， コ ム ギ幼苗を 用いた方法

（ 長澤・ 樋口， 2008； 小形ら ， 2010） によ り 累代飼育し

たも のである 。 アカス ジカス ミ カメ は， 幼虫期を25℃，

明期13時間以下で飼育する と ， 羽化し た雌が産下し た卵

の80％以上は休眠卵と なる （ 重久， 2008）。 休眠卵を 産

下する 雌を得る ため， 孵化幼虫を， 25℃， 12時間明期－

12時間暗期（ 12L-12D） の短日条件下でコ ム ギ幼苗を 餌

と し ， ツ マグロ ヨ コ バイ 飼育ケージ（ 34×25×34㎝， 藤

原製作所） を 用いて成虫ま で集団で飼育し た。 得ら れた

雌雄15対をプラ スチッ ク 製容器（ 直径10㎝， 高さ 20㎝） 内

に 放飼し た。 容器に は， 産卵の た め に プ ラ ス チ ッ ク

シャ ーレ（ 直径９ ㎝， 高さ ２ ㎝） に生育さ せたコ ムギ幼苗

を 入れた。 コ ムギ幼苗は， シャ ーレ に育苗床土（ く みあ

い育苗床土無肥料焼土） 約70gを 入れ， コ ム ギ（ 農林61
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号） 乾燥種子約８ g（ 約200粒） を 播種し ， 播種後３ ～

４ 日経過し たも のであっ た。 25℃， 12L-12D条件下でコ

ムギ苗に産卵さ せた。 24時間後にコ ムギ苗に産下さ れて

いる 卵を 取り 出し ， 湿っ た 濾紙を 敷いた プラ ス チッ ク

シャ ーレ に， シャ ーレ 当たり 20卵を移し た。 こ れら の卵

は， 福山・ 樋口（ 2011） に 従い， 25℃， 16L-8D条件下

に６ 日間置き ， 眼点が形成さ れなかった卵を 休眠卵と 判

断し ， 内容物がなく なっている など 異常と 考えら れる 卵

は除外し た。 休眠卵は， ５ ℃， 自然日長下で150日間保

存し た。 ア カ ス ジカ ス ミ カ メ の休眠卵は， 低温に120日

間あ る いは150日間保存さ れる と 休眠が消去さ れ孵化が

斉一と なる （ 福山・ 樋口， 2011）。 150日間低温で保存し

た こ と に よ り 休眠は消去さ れた と 考え， 日長条件は

16L-8Dと し ， 16℃， 19℃， 22℃， 25℃， 28℃， 31℃ の

各温度条件下に置き ， 孵化ま での日数を調査し た。 供試

卵数は， 各温度について28～36卵であった。

　 飼育温度16～28℃における 孵化率は80％以上であった

が， 31℃では65. 5％と な っ た（ 第１ 表）。 28℃と 31℃で

は， 卵期間が遅延し たため， 発育零点と 有効積算温度の

計算から 除外し た。 飼育温度と 発育速度の間には強い正

の相関が認めら れた（ 第１ 図）。 休眠が消去さ れた卵の

発育零点は11. 9℃， 有効積算温度は129. 9日度であ っ た

（ 第２ 表）。

　 最後に， 本稿を校閲いただいた農業・ 食品産業技術総

合研究機構平江雅宏氏に厚く お礼申し 上げる 。
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第１ 図　 アカス ジカス ミ カメ の休眠が消去さ れた卵の飼

育温度と 発育速度の関係

○： 飼育温度28℃と 31℃では， 卵期間が遅延し たため，

発育零点と 有効積算温度の計算から 除外し た。

第１ 表　 ア カ ス ジカ ス ミ カ メ の休眠が消去さ れた卵の

飼育温度と 卵期間

飼育温度(℃） 供試卵数 孵化率( ％) 平均卵期間(±SE)

16 32 90. 6 29. 9±0. 4

19 36 80. 6 19. 0±0. 5

22 28 89. 3 13. 6±0. 3

25 32 90. 6  9. 7±0. 2

28 36 94. 4 11. 0±0. 4

31 29 65. 5 11. 8±0. 9

第２ 表　 アカス ジカス ミ カメ の休眠が消去さ れた卵の発

育零点と 有効積算温度

回帰式 R ² 発育零点(℃） 有効積算温度(日度)

Y＝0. 0077X－0. 0915 0. 989 11. 9 129. 9
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